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１．はじめに 
本校では，「実際に工場，研究機関等の設備や，生
産状況等を見学して専門的知識を深め，学習の参考と
するとともに社会的視野を広げる」という目的で，各
学年ごとに工場見学を行っている．特に 4 年生のと
きには 4 泊 5 日程度の工場見学を実施しており，本
学科では平成 19（2007）年度から工場見学先を国内
から海外とし 1,2），平成 29（2017）年度で 11 回目を
迎えた．見学の時期は 9月下旬から 10 月中旬を設定
し，半年後の進路選択の材料としたいと考えている．
同時に，グローバル化が進む中で，学生時代に海外を
経験し，国際的な視野と感覚を養って，国内外にとら
われることなく活躍できる国際的技術者としての素
養を身につける経験としたいと考えている． 
一方，「三機関（豊橋技科大，長岡技科大，高専機
構）が連携・協働した教育改革～世界で活躍し，イノ
ベーションを起こす実践的技術者の育成～」３）の一環
として，グローバル化の進展に伴い，さまざまな角度
から多面的に企画立案し，国際的に活躍できる職員の
育成を目的とした，グローバル SD （ Staff 
Development）研修が実施されており，平成 28（2016）
年度に著者職員がマレーシア・ペナン研修を 2 週間
受けた．そこで，グローバル SD 研修の経験を活かす
と共に海外工場見学先として検討し，豊橋技術科学大
学 ペナン校の協力を得て，本学科 4年生の海外工場
見学をマレーシアのペナン島で計画・実施した． 
本稿では，本学科の海外工場見学のスケジュールを
示し，特に外国語（英語）に触れる機会を中心に述べ
る．また，事前アンケートと事後アンケートの結果を
示し，学生のポジティブな変化について述べる． 
２．海外工場見学の事前準備 
海外工場見学の全体スケジュールを表 1 に示す．
平成 29（2017）年は，前年度と渡航先を変更し，職
員のグローバル SD 研修先での経験や安全性などを
活かせるようマレーシアのペナン島とした．そのため，
前年度の 1 月に現地で打ち合わせを行って，見学先
やスケジュールを決定し，年度明けて 4 年生の 5 月
に保護者向けの説明会を開催した．説明会では，旅行
先，旅行行程を説明し，早朝の集合時間やパスポート
取得の協力依頼を行った．同時に，旅行会社から保障
や費用に関する説明を行った．6 月には，ほとんどの
学生が海外旅行の経験がないことからパスポート取
得が必要であったため，パスポート取得説明会を行っ
た．学生にとって，パスポート取得が海外工場見学の
最初の事前準備となった．なお，6 月中旬に行われる
前期中間試験後から海外工場見学に向けて，本格的な
準備を行なうスケジュールとした． 
7 月中旬に学生向けに改めて旅行先，旅行行程を説
明し，同時に個人による事前課題を提示した．表 2 に
事前課題の内容を示す．事前課題は渡航先について調
べることを主とし，海外工場見学以外の学習に過度な
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表 1．海外工場見学の全体スケジュール 
時期 内容 
5 月中旬 保護者向け説明会 
6 月中旬 パスポート取得説明会 
 （前期中間試験） 
7 月中旬 学生向け説明会 
7 月中旬 事前課題（個人） 
8 月上旬 事前研修（グループ） 
 （前期定期試験） 
 （夏期休業） 
9 月下旬 海外工場見学 
10 月上旬 事後課題（個人） 
10 月上旬 事後研修（グループ） 
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負担とならない程度の課題に抑え，提示から 2 週間
後の 7 月末を締め切りとした．同時に現地研修を班
単位で実施するため，班割りを指示した．8月上旬に
は，個人で実施した事前課題を基に班単位で発表形式
の事前研修を行った．事前研修の様子を図 1に示す．
事前研修は，個人で行った事前課題（表 2）を各人で
持ち寄って，班の意見としてまとめ，クラス全員に向
け班単位で発表する形式をとった．前期定期試験を直
前に控えているため，集中して行えるよう，90 分間
で完結するスケジュールを組んだ． 
 
３．海外工場見学 
表 3 に海外工場見学の日程表を示す．なお，本節で
は海外工場見学のなかで，外国語（英語）に触れる機
会を中心に述べる． 
行先はマレーシアのペナン島であり，シンガポール
国際空港を経由する移動となったため，初日は移動日
となったが，学生にとってはシンガポール国際空港で
過ごす時間から海外経験となった．トランジットの間
の約 2 時間は，基本的に班単位で空港内自由行動と
した．空港内では申請すると無線LAN（以降，Wi-Fi）
が使用できるため，英語で申請をし，各自のスマート
フォンを使って，学生同士で情報交換をしていた．学
生によっては，シンガポールドルに両替を試みて，買
い物をする者も見られた．トランジット後，マレーシ
アで入国手続きを経験し，ホテルへ向かって，二日目
以降に備えた． 
二日目は，オリエンテーションとして午前中に豊橋
技術科学大学のペナン校（TUT-Penang）を訪れ，長
尾特任教授からマレーシアの概要について日本語で
講義を受けた．その後，TUT-Penang の Senior 
Officer の Mr.Fong からペナン島の文化や食事につ
いて，英語で講義を受けた．文化や食事に関する講義
のため写真や図が多用されており，英語に慣れるちょ
うど良い機会となった．昼食は，フードコートへ移動
し，各自で英語や身振り手振りで注文して食事を摂る
ようにし，英語を使わざるを得ない状況となった．班
員の様子を見ながら，一緒に食事を頼めるため，学生
にとっては比較的挑戦しやすい状況となった． 
午後は，マレーシアサインズ大学（USM）を訪れ，
現地学生・現地留学生（日本人）による交流プログラ
ムが行われた．まず，現地学生による大学やペナン島
の説明が英語で行われた（図 2）．説明後，Ice Brake
として，英語を交えながら，体を動かし，コミュニケ
ーションの機会が設けられた．同年代の学生や，現地
留学生の日本人のサポートもあったため，楽しみなが
ら，同年代の海外の英語に触れられる状況となった．
最後に，Language Exchange として，マレー語，英
表 3．海外工場見学日程表 
Day. 内容 
Day1 移動日（国際空港トランジット） 
Day2 オリエンテーション，現地大学訪問 
Day3 海外工場見学，現地研修 
Day4 観光，シンガポール入国 
Day5 移動日（国際空港トランジット） 
 
表 2．事前課題内容 
Q 内容 
1 
海外工場見学旅行で学びたいことを３
点挙げよ． 
2 
マレーシアの人口，人口密度，宗教，気
候，言語，政治，経済について調べ，ま
とめよ． 
3 
工場見学先の会社概要，事業内容，特徴
について調べ，まとめよ． 
4 
マレーシア（あるいは東南アジア）に進
出している日系工場を調べ，まとめよ． 
5 訪問先大学について調べ，まとめよ． 
6 
日本，佐世保について調べ，自国を紹介
せよ． 
7 
マレーシアペナン島のジョージタウン
の観光名所を調べ，行きたい場所とその
理由をまとめよ． 
 
 
図 1．事前研修（発表会）の様子 
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語，日本語の挨拶，名乗り方，数字の数え方をそれぞ
れ比較し，発音しながら言語の違いを実感した．本学
科の学生から英語で発表する機会を設けられなかっ
たが，大きなプレッシャーとならずにスムーズに海外
の英語に触れられる機会となった． 
三日目は，海外工場見学と現地研修を行った．工場
見学では，日本語と英語を交えながら企業の概要説明
が行われた．海外の工場見学の特徴は，国内と異なり，
電子機器製造の仕事の様子を至近距離で見学できる．
なお，学生は，企業側がお祈りの時間や食事など民族
や宗教による違いを配慮する点から国内ではあまり
意識することのない多民族性を意識していた．同時に，
海外で活躍する日本人の様子や立場を間近で感じら
れる非常に良い機会となった． 
二社の企業見学後，夕方から，滞在ホテル周辺のジ
ョージタウンで班ごとに研修を行った．滞在ホテルか
ら約 1.2km 離れた場所で学生をバスから降ろし，研
修のミッションは，「観光をして各自で夕食を摂り，
指定した時間（3時間後）までにホテルに戻ってくる
こと」とした．なお，班に一台ポケット Wi-Fi を持た
せ，各自のスマートフォンを活用しながら，班でまと
まって行動する様に安全面に配慮した．表 2 の事前
課題 Q7 で行ってみたい場所をある程度調べている
ため，スマートフォンの地図機能と GPS（Global 
Positioning System）を活用して行動していた．両替
を行ったり，現地の衣服を購入したり，現地の食事に
挑戦する学生も見られた．数年前の海外工場見学と異
なり，学生はスマートフォンを使ってインターネット
に接続し，情報を上手く活用しながら行動できること
を知る機会となった． 
四日目は，疲れもたまってくるため，安全面を考慮
して，旅行会社の主導でペナン島の名所を観光し，出
国手続きを行って，シンガポール国際空港へ向かった．
今回はトランジットの時間を有効に利用し，シンガポ
ールへの入国を試みた．航空機内で入国カードを書く
タイミングがなかったため，急遽，入国審査直前に列
に並びながら入国カードを記入することとなった．多
少不安があったが，学生同士，コミュニケーションを
とりながら，記入法を情報交換し，問題なくシンガポ
ールへ入国した．短時間ではあったがシンガポールを
観光し，二つの国の違いを感じながら，空港へ戻り，
深夜の便で帰国，五日目は，帰校して解散した． 
 
４．海外工場見学の事後研修 
事後課題も個人とグループ別で課した．個人では，
A4 用紙 2 枚（1,600 文字以上）の報告書作成とし，
内容は表 2 の事前課題 Q1 で挙げた「学びたいこと」
に対する達成度と理由の記述，および二社の工場見学
報告を必須課題とした．自由課題として，今後の生活
に役立つことや進路に役立つこと，海外との違いなど
各自でテーマを設定し，自由記述とした．事後研修は，
事前研修と同様の要領で，班単位で発表課題を設定し，
クラス全員に向け発表する形式をとった．表 4 に各
班毎の発表課題内容を示す． 
 
５．事前・事後アンケート 
高専では学生に対し，講義をサポートするため，米
国 Blackboard inc.の Blackboard Learn を用いて，
e-learning や講義資料配付などに活用している．本海
外工場見学でも，Blackboard Learn を用いて，事前・
事後課題の配付・回収，説明会資料の提示，諸連絡な
どを行った．また，Blackboard Learn はアンケート
機能を有しているため，海外工場見学の事前，事後で
表 4．事後研修内容 
班 内容 
G1 マレーシアについて講義報告 
G2 ペナン島について講義報告 
G3 大学訪問異文化交流報告 
G4・5 工場見学先報告（二社） 
G6・7 海外体験，現地研修報告 
G8 海外旅行の注意点，後輩に向けて 
 
 
図 2．現地学生による説明の様子 
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学生にどの様な変化があるかを調べるため，工場見学
参加者全員に対し，アンケート調査を行った． 
事前アンケートの質問の一部を表 5 に示す．事前
アンケートは，事前課題の提出（7 月末締切）と同時
に行った．Q1，4，5 は回答を 5 段階から選択するリ
ッカート形式とし，他は作文形式とした．表 6に事後
アンケートの質問の一部を示す．事後アンケートは，
事後課題の提出（10 月中旬締切）と同時に行った．
Q1～7 はリッカート形式とし，Q8 以降は作文形式と
した．アンケートの質問は，事前事後と比較しやすい
ように，事前アンケートであらかじめイメージを持た
せるようにし，事後で事前のイメージと比較してどう
であったか，という形式を意識して設定した． 
 
６．アンケート結果 
６．１ 外国語（英語）に関する結果 
アンケートは，本校電気電子工学科 4年生 40 名に
対して行った．本稿では，おもに外国語（英語）に関
する結果を中心に示す．表 5 の事前アンケート Q4 の
結果を図 3 に示し，表 6 の事後アンケート Q4 の結
表 5．事前アンケート質問（一部） 
Q 内容 
1 事前課題を積極的に行いましたか。 
2 
海外で働くことに対するイメージを記述
してください。 
3 
今回の旅行で自分の課題（ミッション）を
設定していますか。 
4 
今回の旅行で英語力の自信はどうです
か。 
5 
今回の旅行で「英語力と関係なく」コミュ
ニケーション力の自信はどうですか。 
6 
マレーシアに対する今の率直なイメージ
を記述してください。 
7 
ペナン島に対する今の率直なイメージを
記述してください。 
8 
今回の旅行で期待していることを記述し
てください。 
9 
今回の旅行で不安なことを記述してくだ
さい。 
10 
今回の旅行と関係なくいってみたい国は
ありますか。 
 
表 6．事後アンケート質問（一部） 
Q 内容 
1 
今回の旅行全般の満足度はどうでした
か． 
2 
海外で働くことに対するイメージは旅行
前と変わりましたか． 
3 
今回の旅行で自分の課題（ミッション）に
対する達成度はどうでしたか． 
4 
今回の旅行で英語力の自信は持てました
か． 
5 
今回の旅行で「英語力と関係なく」コミュ
ニケーション力の自信は持てましたか． 
6 
マレーシアに対する印象は旅行前の率直
なイメージに対して，どうでしたか． 
7 
ペナン島に対する印象は旅行前の率直な
イメージに対して，どうでしたか． 
8 
今回の旅行で最も楽しかったことを記述
してください． 
9 
今回の旅行で最も困ったことを記述して
ください。なければ，「困らなかった」と
記述して下さい． 
10 
今回の旅行を通じて，得たことを一つだ
け挙げるとすれば，何ですか． 
11 
今回の旅行を通じて，やり残したことを
一つだけ挙げるとすれば，何ですか． 
12 
今回の旅行経験を通じて，行ってみたい
国はありますか． 
 
 
図 3．Q4今回の旅行で英語力の自信はどうです
か？ 
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図 4．Q4今回の旅行で英語力の自信は持てまし
たか？ 
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果を図 4に示す．結果は色の濃い程，肯定的な回答を
示す．英語力の自信に関して，事前アンケートでは「あ
る」の肯定的な回答は 0%だったが，事後アンケート
では，「持てた」の肯定的な回答が 9.76%に増え，一
部の学生が自信をつけた一方で，「持てなかった」の
否定的な回答が 46.34%と約半数となった．事前アン
ケートでは「ない」の否定的な回答が 88.31%であっ
たことを踏まえると減っているとも考えられ，実際に
海外で英語を使ったことによって，自信に対するポジ
ティブな変化を得ている． 
また，表 5の事前アンケート Q2「海外で働くこと
に対するイメージを記述してください」で 90%の学
生が「不安である」趣旨の回答をし，内 35%の学生が
英語（言語）の不安に対する記述をしており，事前か
ら英語に対する意識を持っていることがわかった．な
お，表 6の事後アンケート Q2 では「イメージが良く
なった」の肯定的な回答が 53.6%，「変わらない」が
41.4%であり，実際の経験を積むことによるポジティ
ブな変化を得ている． 
 
６．２ コミュニケーションに関する結果 
つぎにコミュニケーションに関する結果を示す．表
5 の事前アンケート Q5 の結果を図 5に示し，表 6の
事後アンケート Q5の結果を図 6 に示す．結果は色の
濃い程，肯定的な回答を示す．英語力と比較すると事
前アンケートで「ある」の肯定的な回答が 14.64%あ
り，図 3 と比較しても，アンケートに不真面目に回答
しているのではない事がわかる．事後アンケートでは
「持てた」の肯定的な回答が，63.42%と半数を超え，
現地大学での交流や班員，外国人とのコミュニケーシ
ョンを経験することによってコミュニケーションの
自信に対するポジティブな変化を得ている． 
 
６．３ 作文形式のアンケート結果 
表 6 の事後アンケートの結果から，英語やコミュニ
ケーション関連の結果が多かったものとして，Q9「最
も困ったことを記述してください」では，「英語力の
無さ」28%，「食事関連」17%，「両替関連」17%，
「ホテルの設備・備品」11%，「搭乗関連」11%，「ト
イレ」8%，「困らなかった」5%であり，ある程度コ
ミュニケーションはとれるが，言葉で伝えたいという
気持ちが表れており，外国語を強く意識する機会とな
っている．また，Q10「得たことを一つだけ挙げてく
ださい」では，「英語の必要性」30%，「海外で働く
ことのきっかけ」25%，「コミュニケーション能力の
必要性」20%，「文化の違い」15%，「海外経験」10%
であり，英語関連の記述が最も多かったが，「英語が
苦手でもコミュニケーションをとれる」といったポジ
ティブな表現の記述が多く，より英語力をつけて，も
っとコミュニケーションをとりたいという印象を受
けた．英語の必要性を感じることは，海外旅行後の一
般的な結果かもしれないが，外国語学習を推し進める
きっかけになり，海外工場見学後に外国語学習に取り
組みやすい環境に促すと，より効果的であったことが
示唆される． 
なお，海外工場見学の主目的「国内外にとらわれる
ことなく…」に対し，海外で働くことを考えるきっか
 
図 6．Q5今回の旅行で「英語力と関係なく」コ
ミュニケーション力の自信は持てましたか？ 
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けになることもアンケート結果に表れている． 
 
６．４ 行ってみたい国に関する結果 
最後に，行ってみたい国に関する結果として，表 5
の事前アンケート Q10 では，「ヨーロッパ」47.5%，
「アメリカ」25%，「アジア」7.5%，「なし・不明」
20%であったが，表 6 の事後アンケート Q12 では，
ヨーロッパ，アメリカはほとんど変わらず，「アジア」
が 20%に増え，「なし・不明」が 10%に減った．東南
アジアの海外工場見学を経験したため，多少増えるこ
とは予想していたが，予想を超えた変化であった．や
はり，現地を経験することで，ポジティブな変化をす
る良い機会となっている． 
 
７．まとめ 
本稿では，電気電子工学科におけるマレーシアのペ
ナン島で実施した海外工場見学のスケジュールを示
し，英語やコミュニケーションに関する事前・事後ア
ンケート結果を示した．アンケート結果より，英語学
習やコミュニケーション力の向上に対し，心境のポジ
ティブな変化を得た． 
海外工場見学は，海外で働くことを考えるきっかけ
となり，同時に外国語学習やコミュニケーション力向
上のためのきっかけとなる良い機会である．さらに意
義あるものとするには，帰国後に行動を起こせるよう
な環境を提供することであり，今後の課題である． 
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